
(招待講演)会話エージェントは，いつ，どのように笑うべきか:

ヒトの笑い声研究からの示唆 ∗

○森　大毅 (宇都宮大)

1 はじめに

スマートスピーカーの登場以来，人と音声で
インタラクションを行う機械は見慣れた存在に
なった。さらに，ここ 1年ほどの間の大規模事前
学習モデルの発展は劇的であり，音声研究者の長
年の目標であった，音声による人と機械の自然
なインタラクションの実現もそう遠くないよう
に思える。一方，大規模言語モデルの事前学習
に利用されるテキストデータの大半は書かれた
(written)ものであって，話し言葉に見られる諸
現象を網羅しているわけではない。
書き言葉には見られない話し言葉の要素の 1つ

に，笑い声などのノンバーバルな感情表出 [1]が
ある。AIという言葉に象徴されるような最新の
会話エージェントでさえも，人間と同じように笑
いを表出し，また会話という相互行為の中で笑い
を利用する能力はまだ持っていない（乳幼児さえ
持っているのに！）。
一方で，機械が笑う必要なんてない，という意

見は根強くある。建設的な議論のためには，人
がなぜ笑うか (=笑う必要があるのか)，いつ笑う
か，どのように笑うかについての認識を共有する
とともに，「機械に笑わせる」という研究目標を
もっと具体化する，すなわち「何がどこまで達成
できれば，機械に笑わせることができたと言える
のか」を明確にすることが必要である。
本講演では，今後の会話エージェントに求めら

れる笑い声合成研究の目標を明確化すべく，人の
笑い声研究を概観するとともに，そこから学ぶべ
きものについて議論する。

2 笑い声の起源

2.1 笑い声の進化論
明確に笑う動物は人間だけである。しかし，チ

ンパンジー，ゴリラ，オランウータンなどの霊
長類が笑いのような音を発することは既にダー
ウィンの頃から知られていた [2]。2.2で述べる
ように，この音は笑い声とは似ていても異なる。

∗When and how should conversational agents laugh? Implications from human laughter studies.
by MORI, Hiroki (Utsunomiya Univ.)

119名の学生にチンパンジーの音を聴かせ，何の
音か記述させた実験では，笑いと回答したのは 2

名であり，最も多かった回答 (36名)は犬などの
動物のあえぐ声であったという [3]。
比較・系統発生学研究は，笑いが進化的に獲得

された生得的行動であることを示している。多
くの霊長類は，取っ組み合いのような体を使った
遊びの中で，プレイ・フェイスと呼ばれる，口を
開けて下の歯を出した表情を呈する。大型類人
猿，特にチンパンジー属の「くすぐり」や「追い
かけっこ」遊びでは，プレイ・フェイスがしばし
ばあえぎ声のような発声として聴かれる激しい
呼吸を伴う [2, 3]。笑いは，体を使った遊びの荒
い息遣いから進化し，楽しい遊びに特殊化された
シグナルとしてステレオタイプ化したと考えら
れている。

2.2 ヒトとサルの笑い声の違い
人間とチンパンジーの笑いは重要な点におい

て異なる [3]。まず，チンパンジーの笑いは速い。
人間の笑いの call (5を参照)の立ち上がりの間隔
がおよそ 210 msであるのに対し，チンパンジー
ではおよそ 120 msである。これは，人間が呼気
のみによって笑うのに対し，チンパンジーが吸
気と呼気の交替によって音を発するためである。
また，人間の笑い callは徐々に小さくなって行
くが，チンパンジーの場合には変化しないとされ
ており，これも呼吸の違いによる。Provineは，
ヒトが 1回の呼息で断続気流を生成できる神経
筋機構を備えるに至った背景にはヒトの二足歩
行への進化があり，さらに言語音の生成能力の獲
得とも関連していると述べている [3]。

2.3 情動発達と笑い声
乳児は生後 1ヶ月ほどたつと，快なる社会的

インタラクションにおいて笑顔を示すようにな
るが [4]，笑い声を出すようになるのはもっと遅
い [5]。Kretらは，乳児が最初は呼気だけでなく
吸気によっても笑い，発達とともに呼気の割合
が増加して行くことを示した [6]。この説明とし
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て，1つには乳児の発声機構が解剖学的および機
能的にヒト以外の霊長類に近いこと，もう 1つに
は世話をする人の笑う声の真似によって環境か
らのポジティブな反応を最大限に引き出すこと
を学ぶことを挙げている。

3 笑いの情動コミュニケーション

笑いは社会的である。人は，独りでいる時に
比べ，誰かといる時の方が 30倍多く笑う [3]。ま
た，笑いには高い伝染性があり，誰かの笑いは別
の誰かの笑いを誘発する。
情動伝染はヒト以外の動物にも見られる。ミ

ラーニューロン，すなわち特定の行動で活性化す
るだけでなく，他者によるそれらの行動を知覚す
る際にも活性化するという特性を持つ視覚運動
ニューロンは，最初サルの運動前野で発見され
た。笑いの伝染を，人間にも存在すると目される
ミラーシステムによって理解しようとする試み
がある [7]。
笑いは単なる快感情の表出ではなく，インタラ

クションにおける情動状態のマネジメントとし
ても使われる。笑いには，不快感情に伴うストレ
ス反応を抑制する生理学的働きがある [8]。自然
災害で深刻な被害を受けた人が，インタビューア
に対して笑っているかのようにふるまう場面を
よく目にするが，これも社会的な情動状態のマネ
ジメントの例のように思われる。

4 笑い声の収集

笑い声を研究するためには，まず多くの笑い
声を収集する必要がある。しかし，これは思っ
たほど簡単ではない。よくあるやり方は笑いを
喚起する映像刺激を見せるもの [9, 10]であるが，
Provineは，隔絶された実験室環境での収録はう
まく行かないと主張する [3]。Provineはまた，過
去の笑い研究がこのような観客指向の受動的笑
いのみを対象としていたことを批判し，笑いが社
会的ふるまいであること，そして実は話し手の方
がよく笑うことを示している。
こうしたことを踏まえれば，笑い研究において

も自発対話音声コーパスを研究の材料にするこ
とは自然であろう。Fig. 1に，アクションゲーム
音声コミュニケーションコーパス (AGSC [11])，
オンラインゲーム音声チャットコーパス (OGVC

[12])，宇都宮大学パラ言語情報研究向け音声対
話データベース (UUDB [13])中に出現する笑い
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Fig. 1 会話コーパス中の笑い声の数
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Fig. 2 笑い声の時間構造 ([14]を一部改変)．

声の数を示す。UUDBは感情表現に富んだコー
パスであるが，笑い声の数は多い話者でも 50に
満たない。一方，AGSCやOGVCのようなオン
ラインゲーム中の会話は，笑いを多く含む傾向が
あり，オンラインゲームは笑い声の収集に適し
ていると言える。ただし，図からわかるように，
個人差がたいへん大きい。

5 笑い声の形態学

笑い声の構造は，Fig. 2のように階層的に理解
されている [14]。笑い声は，1回以上の呼気／吸
気に対応する音響イベントからなり，これらが知
覚的なひとかたまりを形成する。音声コーパス
の転記では<笑>などと記述されるこのまとまり
を episodeと呼ぶ。また，1回の呼気に対応する
笑い “句” (bout)は 1個以上の笑い “音節” (call)

からなる [9]。例えば，「あはは」という boutは 3

つの callからなっている。人間の笑いは呼気のみ
から構成されると言われている (2.2を参照)が，
呼気による主要な音の後には，しばしば吸気音が
聞かれる [10]。一部の吸気音は，前後の boutと
一体となって笑い声を特徴づけていると考えら
れるが，多くの音声コーパスではこれらの吸気音
を笑い区間に含めていない。著者らは，boutに
先行または後続する吸気音を生成・知覚の面から
重要だと考え，笑い声研究に用いるコーパスのラ
ベリングマニュアル策定に反映させている [15]。
人間は呼気のみで笑うというのは本当だろう
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Fig. 4 各 boutを構成する call数の割合

か。笑いの吸気音はしばしば声帯振動を伴い (有
声)，中にはそれ自身が主要な笑い声を形成して
いるとみなせるものがある (いわゆる引き笑い)。
OGVC中の笑いが多い話者 7名について，先頭
あるいは末尾以外に有声吸気音を含む episodeの
割合を調べたところ，うち 2名は 1%前後，3名は
10%前後，残り 2名はそれぞれ 21%, 27%であっ
た。オンラインゲーム中のように感情的な覚醒
度が高い場面では，ほとんど呼気だけで笑う人
と，吸気笑いを多用する人の両方がいることがわ
かった。今西らは OGVCを対象とした研究で，
有声吸気音を含む笑い声はより快寄り・覚醒寄り
に知覚されることを示している [16]。吸気笑いは
動物や乳児の笑いの特徴であった。このような
笑い方をする人が，あらゆる社会的場面で同じよ
うに笑うことは少し考えにくく，日常会話場面で
の笑い声の分析が望まれる。
Fig. 1中の 5名 (04 MSYは男性，他は女性)

について，各 callの母音の割合を Fig. 3に示す。
笑い声の構成音は，「あはは」のような a系より
も u系の方が多いことがわかる。ただし，これ
らの違いは明瞭ではなく，実際にはどれも中舌中
央母音 [@]付近で実現する [9]。
三省堂国語辞典には，第七版より「あはは」「う

ふふ」「おほほ」に加え「いひひ」「えへへ」が採
録された。私たちは，実際にこのように笑ってい
るのだろうか。各 boutの call数の割合を Fig. 4

に示す。話者にもよるが 2 call以下が多数派と
なっている。a系 callの出現頻度が次点であるこ
と (Fig. 3)も併せて考えると，「あはは」のように
笑うことは実はそれほど多くないのである。つ
いでに，三省堂国語辞典の「うふふ」の語釈「口
を閉じたまま軽く笑う声」には第七版から「(女

性が)」が括弧書きで追加されたが，u系 callが
最多であるのは男性話者でも同じである。
Fig. 4はまた，単一 callの boutが意外に多い

ことも示している。このような callは無声の割
合が 35%と大きい (全体では 20%)。笑い声の有
声/無声の別は喚起される快-不快に関連するこ
とが知られている [17]。(声帯を振動させないで)

「フッ」と笑うのが適切な場面もあるだろう。

6 会話の構成要素としての笑い

会話分析の基本的な方法に，話し手の発話と聞
き手の反応の間の関係，すなわち連鎖構造の分析
がある。笑いが連鎖構造の中で果たす役割を知
ることは，会話エージェントがいつ笑うべきか，
また人間の笑いに対して会話エージェントがど
のようにふるまうべきかについてのヒントをも
たらしてくれる。
笑いは隣接ペア第1部分 (先行要素。「質問」「依

頼」など)にも第 2部分 (後続要素。「答え」「拒
否」など)にも含まれ得る。UUDBの観察では，
第 1部分に笑いが含まれている場合に，第 2部分
で第 1部分の一部が繰り返されていることが多
いようだ。
また，笑いだけで隣接ペア第 2部分を構成する

場合がある。UUDBにある，一方の話者が「年
賀状は (D なに)(D どう) どうつながるのこれ
{laugh}」と問いかけている箇所を例に挙げる。
もう一方の話者には，この第 1部分への応答義務
が生じているが，この話者にもまだ謎が解けてい
ない。もちろん「わからない」と明示的に答える
こともできたわけだが，この話者は言葉は発さ
ず，第 1部分に含まれる笑いに呼応する形で笑い
だけを発している。この笑いを第 2部分とみな
すべきか，それとも回答を保留しているだけと
みなすべきかはやや議論があるところであるが，
少なくとも第 1部分に対する応答の不在を避け
る目的ないし機能があることは確かだろう。
隣接ペア第 2部分の後方に，第 2部分に対す

る了解や評価などによって連鎖を終わらせるよ
うな発話がなされる場合があり，連鎖終結の第 3

部分と呼ばれる。第 2部分の後の笑いはしばし
ば連鎖終結の機能を持つ。会話分析では，考えた
末の回答が短すぎ，ちょっと気まずい場面で笑う
ことによって，もう話すことがないことを示す例
が知られている。
隣接ペアとは異なるが，話し手が聞き手の笑
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いを誘う場面がある。話し手は，何かを話した
後に自ら笑うことによって「ここは笑うところ」
だと示し，聞き手の笑いを引き出す [18]。笑いの
共有は人同士のつながりを示すシグナルであり，
会話エージェントにとっても重要である [19]。
実際には，笑いを伴う連鎖は，条件的に適切な

応答として笑いを期待した話し手の意図による
ものよりも，むしろ聞き手が話し手の発話に笑う
べきところを発見し，実際に笑った結果として，
笑われるべき (laughable)発話であったことが事
後的に決まるものの方が多い。実際，笑いに先行
する発話それ自身が何か滑稽な内容であること
は少ない。Provineは，市中の会話を観察して得
た 1200個の笑いに先行する発話のうち，かろう
じて滑稽だと思われたのは 10から 20パーセン
トであったと述べている [3]。

7 笑う会話エージェントに向けて

音声合成研究で利用される音声資源は，音韻バ
ランス文に代表される脈絡のない文の集合であ
る。笑い声合成研究でも，笑い声を脈絡なく集め
たデータセット [10, 20, 21]が用いられてきた。
会話中の笑い声を用いた合成研究 [22, 23]も存在
するが，評価は個々の合成笑い声を対象としてい
る。だが，ここまで見てきたように，笑いは社会
的文脈の中に存在する。「いつ，どのように笑う
べきか」の評価を社会的文脈から切り離された笑
いに対して行うことには，やはり無理がある。
文脈が笑い声の巨視的形態に与える影響は，生

成モデルにより再現できる [23]。また，笑い声を
言語音と共に一連のテキストにして音との対応
を学習する end-to-endモデル [22]の枠組は，合
成笑い声 (と，言語音)の微視的形態に文脈を自
然に反映することができる。しかし実際には，生
成モデルとテキスト音声合成が解決できるのは
「どのように笑うべきか」までである。これに比
べ，「いつ笑うべきか」は難問である。大規模言
語モデルがこの難問を解決するか？ 今のとこ
ろ，著者は否定的である。
ここまで見てきた笑いの生成と機能の生物学

的・心理学的・社会学的側面を考慮し，どのよう
なテストを設計すれば，社会的文脈の中で合成笑
い声の良さを評価できるのか。これからの重要
な課題である。
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